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我国では、FIT（固定価格買取制度）により、太陽光発電など自然エネルギー活用が急速に拡大してい

ます。一方、電気料金の上昇抑制のため総量規制など FIT見直しの議論が進められています。（注 1・2） 

再生可能エネルギーの促進と地域の木質バイオマス発電推進の活動を進めているバイオマス発電事

業化促進ワーキンググループ（注 3）は、昨年二度の提言で、「ＦＩＴの見直しと運用の改善」について、いく

つか提案を行いましたが（内閣府規制改革ホットラインのホームページに政府回答が掲載されています）、

この度、政府委員であり、この分野のエキスパートの和田先生をお迎えし、存分にお話しいただくことにな

りました。ついては、下記イベントの案内や取材をお願い申し上げます。詳しくは、WEBをご覧ください。 
 

注 1：資源エネルギー庁は、総合資源エネルギー調査会に新エネルギー小委員会を設置し、「エネルギ

ー基本計画」に示された再生可能エネルギーに関する方針具体化の検討を開始し、6月 17日第 1回議

事要旨には群馬県北部等の接続制限に関する記載もあります。 

注 2：自民党資源・エネルギー戦略調査会の 6月 16日「地域の活性化に資する分散型エネルギー会議」

提言には、再エネ導入拡大に向けた規制改革や FIT の取組、バイオマス発電推進、系統連系の取組の

強化などが挙げられ、地域のバイオマス発電の推進のため小規模プラントに対する買取り区分を設け

る、出力抑制対象から除外、熱電併給に対するインセンティブなどの施策が述べられています。 

注 3：市民・NPOの現場の課題から提言する政策全国ネットワークの市民キャビネット農都地域部会に

2013年４月に設置され、フィールドワークや勉強会、政策提言などの活動を行っています。 

記 

１．日時： ８月２５日（月）18：00～20：00（17：30 受付開始） 

２．会場： 港区神明いきいきプラザ 4階集会室（JR浜松町駅北口徒歩 4分） 

３．内容： 【講 演、質疑・意見交換】 

「再生可能エネルギー普及と農山村地域の活性化」 

 講師：和田 武 氏 

経済産業省調達価格等算定委員会委員、前日本環境学会会長、元立命館大学教授、 

自然エネルギー市民の会代表、工学博士。専門は環境保全論、資源エネルギー論。 
 

４．定員： ８０名   参加費： 1,000円 

５．主催： 市民キャビネット農都地域部会バイオマス発電事業化促進ワーキンググループ 

 

■お問合せ・連絡先： バイオマス発電事業化促進WG 事務局 （担当：杉浦） 

〒107-0062東京都港区南青山 3-7-5-103  電話： ０８０-５４８５-１４４０ 

E-mail： noutochiiki@gmail.com    

URL： http://blog.canpan.info/bioenergy/  （「バイオマス WG」で検索） 

『再生可能エネルギー普及と農山村活性化』講演会 

― FIT見直しによる再エネ普及の加速と地域の発展を考える ― 
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